
　

残
雪
の
山
々
に

春
が
訪
れ
る
こ
ろ
、
雪
割
草
と
一
緒
に
、
白

く
て
小
さ
い
星
の
よ
う
な
花
を
咲
か
せ
る
植

物
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
植
物
は
オ
ウ
レ
ン
と

い
い
、
キ
ク
バ
オ
ウ
レ
ン
、
セ
リ
バ
オ
ウ
レ

ン
、
コ
セ
リ
バ
オ
ウ
レ
ン
な
ど
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
一
般
に
、
日
本
各
地
の
山
地
で
湿
っ

た
林
の
中
に
自
生
し
て
お
り
、
山
形
に
も
生

息
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
オ
ウ
レ
ン
は
、
民

間
薬
や
漢
方
薬
の
原
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、

古
い
記
録
『
延
喜
式
』
（
七
○
四
年
）
に
よ

る
と
佐
渡
、
加
賀
、
越
前
、
信
濃
、
近
江
、
丹
後
、

但
馬
、
美
作
、
備
中
、
安
芸
な
ど
十
二
ヵ
国

か
ら
貢
進
さ
れ
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

生
薬
と
し
て
の
調
製
は
、
五
、
六
年
も
の

を
十
月
頃
掘
り
起
こ
し
て
行
い
ま
す
。
ま
ず

葉
や
茎
を
取
り
除
き
根
茎
を
陰
干
し
に
し
ま

す
。
そ
の
後
、
ヒ
ゲ
根
を
火
で
焼
い
て
除
き

ま
す
。
こ
の
時
に
残
っ
た
ヒ
ゲ
根
を
擦
り
落

と
す
よ
う
に
処
理
す
る
の
で
、
研
い
て
い
る

よ
う
に
見
え
、
ミ
ガ
キ
オ
ウ
レ
ン
と
い
う
名

前
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
も
漢
方
の
要
薬
で
あ
り
黄
連
解
毒

湯
、
三
黄
瀉
心
湯
、
温
清
飲
、
蒸
眼
一
方
、

清
上
防
風
湯
な
ど
の
漢
方
薬
に
配
剤
さ
れ
て

い
ま
す
。
主
に
、
健
胃
消
化
薬
、
止
瀉
整
腸
薬
、

止
血
薬
、
精
神
神
経
用
薬
と
み
な
さ
れ
る
処

方
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ウ
レ

ン
は
、
単
独
で
も
用
い
ら
れ
、
胃
弱
、
食
欲

不
振
、
胃
部
膨
満
感
、
食
べ
過
ぎ
飲
み
過
ぎ
、

下
痢
等
に
応
用
し
ま
す
。
『
神
農
本
草
経
』

と
い
う
中
国
の
薬
の
古
典
に
は
、
上
品
と
し

て
収
載
さ
れ
て
お
り
、
目
に
良
く
、
腹
痛
、

下
痢
に
効
き
、
長
く
服
用
す
れ
ば
物
忘
れ
を

し
な
く
な
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

成
分
は
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
ベ
ル
ベ
リ
ン
、

コ
プ
チ
ジ
ン
、
パ
ル
マ
チ
ン
な
ど
で
、
効
果

の
主
成
分
は
ベ
ル
ベ
リ
ン
で
す
。
抗
菌
作
用

が
あ
り
、
ブ
ド
ウ
球
菌
、
枯
草
菌
、
赤
痢
菌
、

セ
レ
ウ
ス
菌
な
ど
に
有
効
で
あ
る
と
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
細
菌
性
の
下
痢
に

は
よ
く
効
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
主

成
分
の
ベ
ル
ベ
リ
ン
が
胃
液
分
泌
を
抑
制
す

る
こ
と
が
わ
か
り
、
抗
ス
ト
レ
ス
潰
瘍
作
用

も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寒
い
冬
を
越
し
て
早
春
に
咲
く
可
憐
な
植

物
に
は
、
自
然
治
癒
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満

ち
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

学
術
顧
問　

笠
原　

義
正

し
ん
の
う
ほ
ん
ぞ
う
き
ょ
う

お
う
れ
ん
げ
ど
く

み
が

と
う

せ
い
じ
ょ
う
ぼ
う
ふ
う
と
う

さ
ん
お
う
し
ゃ
し
ん
と
う

う
ん
せ
い
い
ん

し
し
ゃ

じ
ょ
う
が
ん
い
っ
ぽ
う

え
ん
ぎ
し
き
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▶

第３類医薬品 クマザサ葉 赤松葉 朝鮮人参緑の滋養強壮剤

[効能・効果]

次の場合の滋養強壮：虚弱体質、肉体疲労、病中病後、胃腸虚弱、食欲不振

食間または食前にお湯や水に薄めて、毎日続けて服用してください。

510ml（170ml×3本）5,300円（税別価格）

３種類の原料生薬



くるみ　～萬屋薬局すこやかナビ～　第６号（平成 30 年４月）
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　牡蠣は海のミルクと言われるほど栄養価が高く、旨味成分のコハク酸やグリシン、エネル

ギーになるグリコーゲン、タウリン、ビタミンＢ群、鉄、亜鉛などが含まれており理想的な

食材です。一方、漢方薬の原料として用いるのは牡蠣と書いてボレイと読みます。カキの殻

を洗って、日干しにて砕くか、強火で焼いて砕き、ボレイ末として用います。

　成分は炭酸カルシウム、リン酸カルシウム、マグネシウム、アルミニウム、ケイ素などです。炭酸カルシウムには、

鎮静作用、収斂作用、制酸作用などがあります。『神農本草経』という中国の古い文献には「寒気がするときや発熱が

あるときに用いる。また、物音や光、急な物事に驚きやすい人や怒りっぽい人、動悸のある人に良く効き、長く服用

すると骨や関節を強くし長生きできる」とボレイについて記されています。

　昭和２年に『皇漢医学』を著した湯本求眞はボレイを用いるべき病について、虚弱体質で腹部が軟弱な人で驚狂、煩燥、

幻覚、不眠などを伴うものとしています。また、前述の制酸作用があるので胸やけや胃痛にも適しています。ボレイ

の含まれる漢方薬は安中散、柴胡加竜骨牡蛎湯、桂枝加竜骨牡蛎湯、柴胡桂枝乾姜湯などがあり、いずれも気を落ち

着かせる作用があります。牡蠣（カキ）の身を美味しく食べた残りの殻（ボレイ）が漢方薬の原料にもなり、うまく

利用すれば、牡蠣は捨てるところがない大変有用な食材なのです。　　　　　　　　　　　　　   学術顧問　笠原義正

くるみ　～萬屋薬局すこやかナビ～　第６号（平成 30 年 4月）

か　き

 しんのうほんぞうきょう

こうかんいがく ゆもときゅうしん



　薬膳料理というと漢方薬のイメージから「苦い」や「香りが苦手」と思って

しまう方もおられるかも知れませんが、中国においては『薬膳』という考えに

しても取り入れ方にしても特別なことではなく、医食同源の考え方が自然で当た

り前のこととして料理に結びついています。食事が体調の維持や健康増進に役立

つという考えが小さい頃から自然に身についているのです。

　我々の辺りを見渡せばあれもこれも漢方薬として使われている食材がたくさんあ

ります。それぞれの食材が持つ役割や薬膳としてのルール、さまざまな細かいこと

があるのも事実ですが、まずは美味しく、もっと多くの人に身近なものであることを

知っていただき、健康に役立ててほしいと思っております。

パレスグランデール　総料理長　髙橋　正伸

パレスグランデール

〒990-2432 山形市荒楯町 1-17-40

 TEL：023-633-3313　FAX：023-633-3159

☎

髙

髙



■発行人：株式会社萬屋薬局　〒990-0054 山形市六日町 2-3   ☎023-623-1805

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　〕

Q

✂

多くの方が「おくすり手帳」をお持ちのことと思います。薬局

や医療機関では、おくすり手帳を提示するよう求められます。

この手帳、何のためにあるのでしょうか。

「おくすり手帳」には、お薬の情報（調剤日、薬局名、医療機関名、お薬の名前・

飲み方・処方日数など）が書いてあります。副作用歴、アレルギー、過去にかかった病気なども記入できます。

・２箇所以上の医療機関や薬局を利用されている方は、手帳の内容を薬剤師がチェックすることにより、薬の重複

や良くない飲み合わせを防止することができます。

・薬の使用記録や副作用歴があることで、より安全に薬を使用することができます。旅行する時、薬を購入する時、

新しい医療機関を受診する時、災害にあった時などにも役に立ちます。 

・献血できるかどうかの重要な情報になる場合がありますので、献血の時は持参するようにしましょう。

・飲んでいるすべての薬を１冊で記録することが大切です。「おくすり手帳」は、病院ごと薬局ごとに分けるので

はなく、１人１冊で管理しましょう。

お薬手帳は、患者様がお薬を正しく服用し、ご自身の健康を守るためにとても大切なものです。必ず毎回お持ち

ください。

✂

山形県の献血者数（2017年度実績：2018年2月末まで）

25,038人400ml 1,101人200ml 8,838人成分 34,977人合計

2017年度採血計画

39,439人

【献血ルームご案内】   山形駅前出張所  献血ルーム SAKURAMBO　 山形市香澄町2-2-36 山形センタービル5階　電話：フリーダイヤル 0120-107-093


